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さらにトロンビン溶解液 0.3ml を滴下し、その 3 分後より加圧シリンジを用いて容器内に水圧を加
え、対象物とウサギ表皮との隙間に水漏れが生じた時点の水圧を記録した。その結果、耐水圧値はそ
れぞれコラーゲンシート 169±38mmHg、酸化セルロース 45±23mmHg、ゼラチンスポンジ 31±
8mmHg であり、コラーゲンシートが他の被覆材より有意に高い耐水圧を示した。 
臨床的検討においては、未破裂脳動脈瘤に対する開頭クリッピング術連続 80 例に対して、全例で
コラーゲンシートとフィブリン糊を用いたくも膜形成を行い、術後の硬膜下液貯留の有無を CT スキ
ャンで確認した。その結果、平均 21 ヵ月の追跡期間で術後に硬膜下液貯留を発生した例は認められ
なかった。またアレルギー反応や感染症の合併もみられなかった。 
筆者らは、フィブリン糊との併用においてはコラーゲンシートがもっとも高い接着力と耐水圧能を
有していることを基礎実験で示し、さらに臨床例でも本被覆材の有効性を確認している。基礎実験と
臨床データの両面からくも膜形成の方法と意義について検証し、被覆材としてはコラーゲンシートが
最も優れていることを示している。コラーゲンシートとフィブリン糊を用いたくも膜形成は、開頭ク
リッピング術後の硬膜下液貯留とこれに引き続く慢性硬膜下血腫の予防に有用であることを明らか
にしている。 
 
以上の研究結果は、コラーゲンシートとフィブリン糊を用いたくも膜形成の有用性を示した重要な臨
床的研究である。よって本研究は、博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
